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三 

、 

四 

同
寺
は
、
一
山
村
の
「
小
寺
」
で
あ
つ
て
だ
れ
が
考
え
て
も
百
町
余
歩
の
境
内
地
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
は
一
見
し
て
判

明
す
る
が
、
そ
の
上
な
お
、
数
百
町
歩
の
国
有
林
を
無
償
拂
下
げ
る
と
あ
れ
ば
そ
の
根
拠
は
何
か
。 

五 

同
国
有
林
十
九
林
班
内
に
は
、
十
数
戸
の
村
民
住
宅
が
あ
り
、
軒
下
ま
で
国
有
造
林
で
あ
つ
て
住
民
の
生
活
上
、
ま
た

耕
地
増
設
上
こ
れ
が
開
墾
を
希
望
し
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
日
付
を
も
つ
て
五
ヶ
谷
村
長
磯
田
利
雄
、
部
落
総
代
橋 

三 

同
寺
は
、
こ
の
拂
下
げ
に
味
を
し
め
て
、
改
め
て
同
村
国
有
林
の
十
九
林
班
、
二
十
七
林
班
、
二
十
林
班
、
二
十
八
林

班
等
ぼ
う
大
な
山
林
の
無
償
拂
下
げ
を
申
請
し
、
す
で
に
拂
下
げ
認
可
の
は
こ
び
に
至
つ
て
い
る
と
称
し
、
同
国
有
林
の

「
ま
き
」
等
を
同
寺
か
ら
拂
下
げ
て
い
る
が
、
前
記
国
有
林
は
す
で
に
拂
下
げ
た
の
か
ど
う
か
。 

一 

奈
良
県
添
上
郡
五
ヶ
谷
村
大
字
菩
提
山
の
国
有
林
を
、
同
大
字
正
歴
寺
主
管
者
大
原
最
俊
に
対
し
、
同
寺
境
内
用
地
と

し
て
、
す
で
に
百
十
町
余
歩
を
無
償
拂
下
げ
ら
れ
た
の
は
事
実
か
。 

二 

こ
れ
が
拂
下
げ
の
調
査
に
当
つ
た
の
は
だ
れ
で
、
境
内
地
と
し
て
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
た
か
。 

、 国
有
林
無
償
拂
下
げ
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 



 

 

四 

、 

六 

な
お
、
付
け
加
え
て
お
く
が
、
同
十
九
林
班
の
一
部
二
町
歩
は
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
緊
急
開
拓
開
墾
地
と

し
て
村
長
よ
り
申
請
し
、
県
耕
地
課
は
境
地
と
し
た
が
、
国
有
林
な
る
が
ゆ
え
に
現
在
ま
で
放
任
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
る

が
、
あ
の
当
時
は
個
人
所
有
も
境
地
は
強
制
開
墾
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
有
な
る
が
ゆ
え
に
放
任
さ
れ
た
理
由
如

何
。 

七 

同
部
落
民
は
山
に
と
り
ま
か
れ
な
が
ら
生
活
上
の
「
ま
き
」
す
ら
二
、
三
里
離
れ
た
山
で
購
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に

お
か
れ
て
お
る
が
、
寺
院
は
拂
下
げ
を
受
け
た
国
有
林
で
毎
年
ぼ
う
大
な
利
益
を
え
て
お
る
と
い
う
現
状
に
対
し
、
政
府

の
所
見
は
ど
う
か
。 

本
一
、
部
落
民
外
九
名
よ
り
こ
れ
が
貸
與
願
を
奈
良
営
林
局
長
へ
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
同
営
林
署
係
員

調
査
の
上
、
村
民
に
は
適
当
な
り
と
口
約
せ
る
に
現
在
ま
で
放
任
し
、
住
宅
の
軒
下
ま
で
寺
に
無
償
拂
下
げ
、
住
民
の
生

活
を
お
び
や
か
す
理
由
は
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 

、 


